
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認

の
閣
議
決
定
の
撤
回
を
国

に
求
め
よ

【
質
問
】
安
倍
政
権
が
や
ろ
う
と

し
て
い
る
の
は
、
憲
法
９
条
の
も

と
で
「
海
外
で
戦
争
し
な
い
」
と

い
う
戦
後
政
治
の
原
点
を
覆
し
、

国
の
あ
り
方
を
根
底
か
ら
変
え
る

も
の
。
区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
に
賛
成

は
14
％
で
あ
り
、
反
対
は
71
％
と

な
っ
て
い
る
。
区
民
の
こ
う
し
た

願
い
に
区
長
は
真
摯
に
耳
を
傾
け
、

戦
争
す
る
国
づ
く
り
を
や
め
さ
せ

区
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け

る
よ
う
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使

容
認
の
「
閣
議
決
定
」
は
撤
回
す

る
こ
と
。
ま
た
、
集
団
的
自
衛
権

行
使
の
た
め
の
立
法
措
置
を
行
わ

な
い
よ
う
国
に
要
請
す
べ
き
。.

【
答
弁
】
区
と
し
て
、
閣
議
決
定

を
撤
回
す
る
こ
と
や
立
法
措
置
を

行
わ
な
い
よ
う
国
に
要
請
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

消
費
税
連
続
増
税
の
実
施

中
止
を
国
に
要
請
を

【
質
問
】
４
月
か
ら
消
費
税
の
８

％
へ
の
大
増
税
が
実
施
さ
れ
た
。

区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
く
ら
し

や
営
業
へ
の
負
担
が
「
か
な
り
重

く
な
っ
て
い
る
」
「
あ
る
程
度
重

く
な
っ
て
い
る
」
を
合
わ
せ
る
と

89
％
に
も
な
っ
て
い
る
。
ほ
と
ん

ど
の
区
民
が
増
税
の
負
担
を
感
じ

て
い
る
。
消
費
税
の
10
％
へ
の
増

税
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
、

「
賛
成
」
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

賛
成
」
は
12
％
、
「
反
対
」
「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
反
対
」
が
76
％

に
達
し
て
い
る
。
国
の
指
標
か
ら

見
て
も
、
暮
ら
し
と
経
済
を
破
壊

す
る
消
費
税
増
税
は
中
止
す
る
以

外
な
い
。
区
長
は
、
区
民
の
実
態

か
ら
も
消
費
税
増
税
の
中
止
を
国

に
要
請
す
べ
き
。

【
答
弁
】
区
と
し
て
は
、
消
費
税

増
税
の
実
施
中
止
を
国
に
申
し
入

れ
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

【
質
問
】
①
要
支
援
者
へ
の
サ
ー

ビ
ス
低
下
を
さ
せ
な
い
こ
と
。
②

負
担
増
と
な
ら
な
い
よ
う
区
と
し

て
の
施
策
を
。
③
待
機
者
に
見
合
っ

た
特
養
ホ
ー
ム
の
建
設
計
画
を
。

④
食
費
や
居
住
費
が
負
担
増
と
な

ら
な
い
よ
う
対
策
を
。

【
答
弁
】
①
第
６
期
港
区
介
護
保

険
事
業
計
画
の
中
で
、
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
つ
い
て
示
し
て
い
く
。

②
負
担
軽
減
策
は
考
え
て
い
な
い
。

③
港
区
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
策

定
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。
④
負

担
軽
減
策
は
考
え
て
い
な
い
。

区
立
認
可
保
育
園
の
建
設

計
画
を

【
質
問
】
①
田
町
駅
東
口
以
降
の

公
立
保
育
園
の
建
設
計
画
を
作
る

こ
と
。
②
私
立
認
可
園
の
遊
び
場

や
プ
ー
ル
の
確
保
を
。
③
緊
急
暫

定
保
育
室
を
区
立
の
認
可
園
に
。

④
保
育
園
の
整
備
に
都
有
地
・
国

有
地
な
ど
の
活
用
を
。

【
答
弁
】
①
今
後
の
施
設
整
備
に

つ
い
て
検
討
す
る
。
②
要
望
や
意

向
を
聞
き
検
討
す
る
。
③
緊
急
暫

定
保
育
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
す
る
。
④
都
有
地
・
国
有
地

の
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

寡
婦
（
夫
）
控
除
の

み
な
し
適
用
の

早
期
実
施
を

【
質
問
】
寡
婦

（

夫

）
控

除

の

「
み
な
し
適
用
」
導

入
の
年
内
実
施
を
。

【
答
弁
】
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
新
制
度

の
開
始
に
あ
わ
せ
て
、

平
成
27
年
４
月
の
実

施
に
向
け
、
準
備
を

進
め
て
い
く
。

港
区
議
会
第
３
回
定
例
会
が
９
月
11
日
か
ら
開
か
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
港
区
議
員
団
は
、
港
区
民

ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
区
民
の
切
実
な
要
望
・
要
求
を
踏
ま
え
、
熊
田
ち
づ
子
議
員
と
大
滝
実
議
員
が

本
会
議
で
区
長
・
教
育
長
に
質
問
し
ま
し
た
。

裏
面
に
続
く
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「
が
け
」
お
よ
び
擁
壁
の
耐
震

化
助
成
に
つ
い
て

【
質
問
】
安
定
度
の
低
い
急
傾
斜
地
が
17

箇
所
あ
る
。
改
修
へ
の
助
成
制
度
を
実

施
す
る
こ
と
。

【
答
弁
】

で
き
る
だ
け
早
く
制
度
の
充

実
を
図
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

小
規
模
企
業
者
の
発
展
を
支
援

す
る
こ
と
に
つ
い
て

【
質
問
】

①
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法

に
も
と
づ
い
て
事
業
の
持
続
的
発
展
を

支
援
す
る
た
め
、
小
規
模
企
業
の
悉
皆

調
査
を
。

②
消
費
税
増
税
の
影
響
で
中
小
企
業
の
景

況
が
悪
化
し
て
い
る
。
区
の
発
注
は
小

規
模
企
業
に
優
先
す
る
こ
と
。

【
答
弁
】

①
小
規
模
企
業
者
全
て
に
つ

い
て
把
握
し
調
査
す
る
こ
と
は
、
困
難
。

巡
回
相
談
員
の
訪
問
、
中
小
企
業
の
景

況
調
査
な
ど
、
経
営
状
況
の
把
握
に
努

め
、
施
策
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。

②
区
内
事
業
者
に
限
定
す
る
指
名
競
争

入
札
、
工
事
の
分
離
・
分
割
発
注
、
入

札
参
加
条
件
の
緩
和
、
共
同
施
工
方
式

な
ど
に
よ
り
区
内
小
規
模
企
業
者
を
支

援
し
て
い
く
。

学
校
図
書
館
の
充
実
を

【
質
問
】
①
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
ス
タ
ッ
フ
（
Ｒ
Ａ
Ｓ
）
は
職
員
待

遇
と
す
る
こ
と
。
②
司
書
資
格
を
持
っ

た
職
員
を
全
校
に
配
置
す
る
こ
と
。
③

司
書
資
格
を
希
望
す
る
Ｒ
Ａ
Ｓ
に
資
格

取
得
の
た
め
の
補
助
を
。
④
Ｒ
Ａ
Ｓ
の

配
置
人
数
は
、
施
設
や
児
童
数
に
見
合
っ

た
も
の
に
。

【
答
弁
】

①
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
の
Ｒ
Ａ
Ｓ
の
取
組
を
充
実
さ
せ
て
い

く
。
②
国
か
ら
示
さ
れ
る
内
容
を
踏
ま

え
、
研
究
し
て
い
く
。
③
具
体
的
な
支

援
策
を
検
討
す
る
。
④
各
校
の
状
況
に

基
づ
い
て
検
討
す
る
。

☆ その他の質問項目 ☆

● 区長は、国に対し原発の再稼働反対、

原発からの撤退を求める要請を。

● 障害児保育の連携のあり方について

● 憲法と生活保護法で保障された生活保

護について

● ぜんそく医療費助成制度の継続につい

て

● 再開発に関連して

①「絶対高さ制限」は 東部地区や市街

地再開発事業なども対象にすべき

②老朽化マンションの建て替え等は、

居住者の立場に立った支援等を

③市街地再開発事業への補助金支出の

中止を

● 東京電力福島原発事故から港区に避難

している人への支援について

● 航空機の飛行について

①学校など公共施設に騒音計を設置し、

ヘリコプターの騒音計測を。

②区民に国の計画案（飛行経路の見直

し案）を説明し、意見を聞くこと。

③飛行経路案の変更を関係機関に申し

入れること。

● 区民協働スペースの活用について

● 「原爆稲」を平和教育に活かすこと

● 就学援助制度の拡大について

「
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
閣
議
決
定

の
撤
回
を
求
め
る
請
願
」
継
続
審
議
に

９
月
19
日
、
港
区
議
会
総
務
常
任
委
員

会
で
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
閣
議

決
定
の
撤
回
を
求
め
る
請
願
が
審
議
さ
れ

ま
し
た
。
日
本
共
産
党
は
「
採
択
」
を
主

張
し
ま
し
た
が
、
日
本
共
産
党
以
外
の
オ
ー

ル
与
党
の
賛
成
多
数
で
「
継
続
審
議
」
と

な
り
ま
し
た
。

【
傍
聴
者
の
感
想
】

・
区
民
の
代
表
が
区
議
だ
。
税
金
で
給
料

を
も
ら
っ
て
い
る
の
に
、
自
分
の
発
言
に

責
任
を
持
た
な
い
と
は
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。

み
ん
な
に
知
ら
せ
た
い
。
た
た
か
い
は
こ

れ
か
ら
だ
。
（
Ａ
さ
ん
）

・
沖
島
委
員
が
意
見
を
述
べ
る
と
、
委
員

長
が
「
事
前
に
通
知
さ
れ
て
い
な
い
」
な

ど
と
言
い
が
か
り
を
つ
け
、
発
言
を
妨
害

し
ま
し
た
。
「
請
願
」
は
ま
と
も
な
討
論

も
さ
れ
ず
「
継
続
」
と
さ
れ
ま
し
た
。
委

員
会
で
の
自
由
な
討
論
を
封
殺
す
る
な
ど
、

言
論
の
府
の
自
殺
行
為
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
（
Ｈ
さ
ん
）

大滝 実 議員

総務常任委員会


